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れによるものと考えられる。地温は, 8月 6日現在で最

高地温は中畦マルチ区が最も高く5。πの深さで304℃ ,

200の深さで258℃ であり,次いて高畦マルチ区,低畦

裸地区で,低畦マルチ区が最も低く5σ″で294℃ ,20“

で250℃ であった。最低地温は低畦裸地区が高畦マルチ

区,中畦マルチ区に比べて 5 θπの深さで 22～ 2イC.

20C″の深さで 12℃低かった。土壌水分については畦の

高さと関連があり,20C2の深さでは高畦が最も少なく,

中畦,低畦の順に多くなっていた。411C露深さの土壌水分

は畦の高さ,マルチの有無による差が明瞭でなかった。

本年は,前年が多雨のlt■向があったのに比べ,展穫期前

半が干ばつ条件だったため,低畦でも比較的良い成績が

出たものと思われるが,ある程度低畦でもポリマルチを

すれば収量があがることがわかった。針金支柱は費用や

労力の点からあまり好ましい方法と考えられない。

2年の結果を総括して無支柱栽培における畦の高 さ

は,排水良好な圃場条件下では低畦にポリマルチを行な

えばよく,普通の条件下では中畦にポリマルチを行なう

のが適当である。

種子処理による結球ハクサイの簡易間引法
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1ま え が き

結キ クヽサイの発芽をよくするためには,ある程度の

管播が必要である。しかし,発芽後の間引き労力が問題

となる。省力機械化栽培にあたり,間引き作業はシンナ

ー (間引機)を使用しても仕上げ間引きは人手に頼らな

ければならない。

この人手間引労力を節減する方法として,発芽後に間

引かれる相当数の種子を発芽には影響のない薬剤であら

かじめ処理をして混播することにより,発芽後に処理効

果を発現させて個体の枯死消失をはかるという種子処理

による省力間引法をさきに第 8号で報告した。

その後,残された問題について2, 3検討を加えたの

でその結果を報告する。

2試 験 方 法

1 種子処理効果の安定化について

1965:種子処理効果を低下させる要因とみられる播種

後の多雨,多湿条件下でも処理効果を発現できるDCM
Uに よる種子処理法を知るため,′ クヽサイと混播する山

東菜種子の薬液浸漬時間 (4h, 8h,12h,16h)と 薬

液濃度 (1,200ppm,2,400ppm),薬液浸漬後の種子の

水洗程度 (普通水洗,完全水洗)をかえ,梅雨期の 7月

4日 に播種し, くり返し潅水をしてその処理効果を検討

した。

1区 100粒, 4区制とし,潅水量 (降水量含む)は ,

播種～ 5日 後に62鰤, 6日～15日 後に945"籠相当量であ

った。

なお,薬液浸漬後の水洗いで,普通水洗いは新しい水

にかえ3回もみ洗いし,完全水洗いは,普通水洗したも

のを振とう機で15分間,水をとりかえ 2回振とう水洗し

た。

2 処理種子の混播量について
1965:処理種子の混播による′ヽタサイの生育に及ぼす

影響および′ヽクサイの株立状況を知るため,つばまきで

α当り50"の播種量に対し,処理種子を斃,%の混播と

し, 1区 225″ , 2区制で実施した。

´ヽクサイは松島交配仲秋を供用し, 8月 5日 に播種

し,畦巾75`π ,株間50Cπとした。

1966:す じまきについて,α 当り50ル の播種量に対

し,処理種子45,40,35,30彬の混播とし, 6月 19日に

播種し検討した。

′ヽクサイは松島交配仲秋を用い,畦巾75Cπ, 1区面積

6″, 3区制で実施した。

なお両年とも処理種子は山東菜を使用し,DCMU
l,200ppm溶液に20時間浸漬処理し, よく水洗して乾燥

したものを用いた。

3 処理種子混播による間引きの省力効果について
1966:α 当り50"のハクサイ単播を標準に,すじまき

で処理種子35彬,つぼまきで処理憧子25彬を混せ,C当

り50彬の播種量で, 8月 8日 に播種した。
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    項  目

試 験 区   
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発芽率
※

枯死率

播 種 後 22日 目 の 生 育

生 育 状 態葉最

本業数
生体重
40本当り 同左比長  さ 巾

1無    処    理
24h-1,200ppm― Aettt)
3 ―́  ´ 一B(完洗)
48h-1,200ppm― B
512h-1,200ppm― B
616h-1,200ppm― B
7 ″-2,400ppm― B
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第 表  DCMUに よる種子処理の時間,濃度および処理後の水洗程度と処理効果

注 ※ 枯死率ltX後20日 目の調査

ンヽクサイ品種は松島交配仲秋,畦巾75m,株間はつぼ

まきで50C滉,す しまきでも50輌を基澤に間引きをした。

1区 4α ,単区制。

1967:す しまきで, C当 り50彬の播種量に対し,処理

種子を30彬,35初の混播とし,8月 8日に播種した。畦

巾75師,株潤は50。
"を
基準に間引きをした。

ハクサイは松島交配オリンピ7, 1区 , 122″,2区
制,種子の処理方法は,両年とも,試験方法の 2の場合
に準した。

3試 験 結 果

1.種子処理効果の安定化について

多雨,多湿条件下では,種子処理によって発芽後に結

死する割合は,概して低いが,生育状態をみると処理時

間により,大きな差が認められる (第 1表λそれに対し

て,処理濃度,処理後の種子の水洗程度の間にはほとん

と差が認められない。すなわち, 4時間処理では無処理

に比べ,やや生育が劣る程度である。 8時間処理,12時

間処理では,生育が強く抑制されるようになり,処理時

間の長いはと生育が劣っている。16時間処理では,生育

量 (生体重)が%程度であり,葉色力撥 く,著しく生育

が悪い。

したがって,播種後,多雨があると短い時間の種子処

理では,効果が不充分の場合もあり得るが,16時間処理

では,残存した株の生育もきわめて劣り,間引上問題に

ならないと思われることや,″ 1に行なった20時間の種子

処理で残存株がみられなかったことから,DCMU l,2
00pplrl溶 液に20時間程度種子浸演処理することによっ

て,発芽後に現われる効果はほぼ充分と考えられた。

2.処理種子の混播量について
つぼまきでは,α 当り50"の播種量に対し,処理種子
を%混播したものは,欠株の発生が多く,14%の欠株で
あった。処理種子を斃混播は欠株は少ない (第 2表)収
量は標準のハクサイ50彬単播に比べ,処理種子%混播で
は劣っていないが,処理種子%混橋で, 8%の減収とな
った。このことから,α 当り50Mの櫂種量に対し,処理
種子は斃程度の混播が適当と考えられる。

次に,す じまきでは, c当 り50"の播種量に対し,処
理種子を35膨より少なく混せるとハクサイの影響はほと

んとみられないが,40彬以上混ぜると′ヽクサイの生育が

抑制される傾向にある (第 3表λ

また,す しまきしたうえを一定間隔に機械的に削り落

して捌間をとった場合 (プ ロッキング)のハクサイの株

立状況をみると (第 3表),処理種子を40彬以上混ぜた
ものは,苗立が少なく,所定の位置に対し欠株を多く生

したが,35″以下に混ぜたものは欠株も少なくなってい

る。

したがって,す しまきの場合は,α 当り50彬の播種量
に対し,処理種子の混播量は30″程度に適量があるもの

とみられた。

3.処理種子混播による間引きの省力効果について
α当りの間引所要時間をみると第 4表,す しまきの処

理種子を混播したものは,ハ クサイの単播に比べ,特に

仕上げ間引きの所要労力が少なく,約40%の所要時間で

あった。つばまきでは,処理種子の混橋が,標準播きに比

第2表 つぼまきにおける処理種子混播量と収量
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第3表  すじまきにおける処理種子混播量と生育および株立状況

、     1夏   目

試 験 区     _

発 芽 後 20日 目 の 生 育 プロッキング後の株立状況鮭 8π間の)※

葉最
重
り体梢

生

１ 総株 数 株 立 数 欠 株 数 同左率長  さ 巾

1 ´ヽクサイ5″・処理種子45″混播
2 ハクサイ10"・ 処理種子40虚混播
3 ′ヽタサイ15π′・処理種子35nt混播
4 ハクサイ20夕・処理種子30潔混播
5 対照・ハクサイ20彬単播

5 2 CZ

58
65
66
64

2 2 Cπ
‐

II

t. $s
t.22
1.30

1.30

1.28

16株

16

16

16

16

50保

100
147

157

133

■ 0

60
13
03
27

69

38

8

2

17

注 ※ プロッキングはすじまきした上を35oπ間を肖1り 落し,次の15cπ間の株を残して行なった。

第 4表  間 ラI労 力  (α 当り)

試 験 区

項   目 第 1回 間 引 労 力
す じ ま き |つぼまき 簡;缶男合  計 比
ホーによるス
プロッキング手

による 手による 手による

すりき父多革′鴨彩学煽墾暑講詫5躍播
17'
19

4タ

10
31Я
16

89"
35
100(62)
39  (24)

つぼまき ハタサイ50潔単播 標 準)
ク  ´ヽクサイ25″・処理種子25π′混播

143
90
100(100)
63

注 ※ホーによるプロッキングの方法は, 刃巾1762の ホーで,すじまきした上を 2巾削り落し,次の1市を残して
行なった。

第 5表  収

注 第 1回間引きは鍬によって,プ ロッキングし,什 卜げは人手によった。

べて約60%の所要時間であった。また,すじまきの処理  立ちが若干薄く,欠株がやや多 く生じて,標準播きに比
種子の混播は,つばまき標準に対して約25%の間引き労   し7%の減収となった。そこで,処理種子を混ぜる量は
力であった。                       株立数を確保するうえから35彬より少なくする必要があ

しかし,すじまきの処理種子の混播は,ハ クサイの苗   ると考えられたので,次年度は処理種子30彬混播を設け

量

第 6表  間 引 労 力 お よ び 収 量

鷺 1-‐ __:目
α 当 り 間 引
労     カ α 当 り 収 量 平 均

球 重

不結球

株 率
欠株率要

間 比 個 数 重  量 比

すじまき ハクサイ20に・処理種子30
彬混播

ク  ン`クサイ15彬・処理種子35
彬混播

48

45

107

100

均
4794

443 0

100 0

92 4

2114

2 08

64

68

53

132

回
収 穫
個 数 収 量

均
重
平
球 忘 蘇繁

tO α当り
饉管

"長
同 左 比

すじまき ンヽクサイ50"単播(標準)
ク   ハクサイ15″・処理種子

357″嘔君′彗

13え

120

135コ

125

4s6.ft
462.8

i,67 58
3,825

Z %
8, 859“

8,265

Ｏ

Ｇ

つぼまき ハクサイ50"単播(標準)
ク  ハクサイ25彬・処理種子
25″混播

46
60

5170

506 7

3,977

3,928

87
107

28
20
9,232

9,048

100(100)

98


